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宮川嘉隆会員 

本日は 2025-26 年度 豊橋ゴー

ルデンロータリークラブの初例

会でございます！ 

本年度の神谷会長の方針はずば

り、 「新たな時代へ 理想の未

来への挑戦」。 

…と聞くと、「おお、なんだかスゴそうだな」と思うわ

けですが、私は勝手にこう思っています。 “今年も、

楽しく！でも、しっかり未来のために動こう！”と。 

本日はその船出の日。 今年 1 年、笑って、語って、未

来に向かって、ロータリーの風を吹かせましょう！  

それではこの新たな門出を祝い、 そして私たちのクラ

ブが「より魅力的なロータリークラブ」へと進化する一

年となることを願い、乾杯をしたいと思います。 

皆さま、グラスをお手にお取りください。 

乾杯！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神谷 馨会長 

皆さま、こんにちは。 

第 38 代会長職を拝命いたしまし

た神谷馨でございます。 

はじめに半年前より共に努力をし

てきました副会長、幹事をはじめ

として理事の皆さまに御礼を申し

上げたいと思います。本当にありがとうございました。 

大変な重責ではございますが、会員の皆さまのご協力の

もとで、本年度、一年間精一杯頑張ってまいります。よ

ろしくお願いいたします。 

6 月後半より真夏の気候となり、今年も異常気象が続く

予想です。体調管理には十分に気を付けていただければ

と思います。 

この後でご挨拶がありますので、以上とさせていただき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回(通算 1705回)例会報告 令和 7年 7月 4日(金) 役員・理事挨拶 

ゲ ス ト 東海日日新聞社 原田ひとみ記者 

出席報告 総会員数５８名(計算会員数５６名) 欠席７名 出席率８７．５０％ 前々回修正出席率 98.25％ 

歌／会場 国歌・奉仕の理想 会場：ロワジールホテル豊橋 29F「ﾗ･ﾒｰﾙ」12:30～ 

乾  杯 

ラペルボタン交換 

会長の時間 

入会記念日祝い 

本多英司会員  辻 信之会員  小笠原英彦会員 

宮川嘉隆会員  鈴木雅人会員 
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青山泰三会員 

人生の岐路「あの時違う人生を

歩んでいたら…」のテーマに従い

異なる今を想像してみましたが、

作り話の感が否めず、誕生から現

在までを振り返り、岐路はありま

したが、結果として現在の生き方・考え方に導かれたと

の思いに至りましたので、過去の出来事を交えてお話し

させていただきます。よろしくお願い致します。 

まず、自分の誕生時を振り返り、今は亡き両親への感

謝の気持ちが溢れ出ました。長男は 5 歳の時に事故で、

次の男の子も死産で双方私の生まれる前に亡くなりま

した。私は二男ですが、名前には三番目の男を意味する

漢数字の「三」が使われています。両親の強い意思によ

り私はこの世に生を受けることができたのです。 

家業は建設業で、起業したのは祖父ですが、事故で障

害を負い、長男の伯父が若くして社長を継ぎ、二男の父

も二人三脚で専務として尽力しました。伯父には子がお

らず、後に年の離れた四男の叔父を呼び戻しました。兄

弟経営は親子経営とは異なる難しさがあり、私は家業以

外の選択も考えていました。しかし、母の思いを聞き、

ここまで育ててくれた両親への感謝もあり、会社を継ぐ

決心をしたのです。 

他の建設会社で経験を積み会社に戻り、困難に直面す

ることになりました。発端は父の急逝でした。父の突然

の死で母は精神を病み、介護が必要となりました。私は、

父の保有していた自社株を相続し、自社株の恐ろしさを

思い知ることになりました。自社株でも会社は関与せず、

個人で納税義務を果たす生活が始まりました。この時、

妻のお腹には赤ちゃんを授かっており、妻と生まれてく

る子が人並みの生活を送れるように必死に働きました。 

途中、約 10 年間、当時社長の叔父が興した住宅会社

へ移動を命じられました。仕事内容や働き方が大きく変

わり戸惑いましたが、住宅は、お客様にとってより良い

未来を育む場であり、安易に妥協せず、遠回りに思える

こともお客様と一緒に課題をクリアしながら共に創り

上げるスタイルを貫き、多くのお客様からお仕事をいた

だき、何とか苦境を乗り越えることができました。有り

難いことです。 

様々な経験が、社員・お客様・地域社会の為に何がで

きるのかという思考を育ててくれました。次期社長の従

弟が相続で同じ轍を踏まぬ対策や、親子経営ではない課

題に道筋をつけることも、不安要素を取り除き社会への

貢献につなげる為でした。 

話しは替わり、私は、コロナワクチンを接種した後に

体調に異変を生じ、心身の苦痛から生活にも支障をきた

してしまいました。現在も治癒中ですが、この経験が、

前向きに生きる上で「精神の安定」がいかに大切かを気

付かせてくれました。 

病気は、気の病と書きます。人は肉体以上に気持ちの

影響を受け、精神が不安定になるとマイナス思考に陥り、

安定すれば周りに気を配る余裕すら生まれます。精神の

安定は、気の病のリスクを減らしより良く生きる必要条

件であると確信しました。 

我クラブは、心の良い方々の集まりで、自らの精神を

整える場としても最適です。私は、例会で精神を整え、

会社に戻り、相手を思いやり、お互い様の精神で助け合

える良い「氣」に満たされた職場環境を整え、人と社会

に貢献したいと考えています。 

神様は、我々に後戻りしない時間を公平に与えられま

した。与えられた時間をどう使うかで未来が変わります。

人の間と書く「人間」は、人との関りの中で価値を生み、

存在や行動が喜ばれるために時間を使う生き物だと思

います。多くの方々との出会いや支えのお陰で今の自分

があります。今後も我クラブで精神を整え気付きや学び

を得ながら、公私ともに喜ばれる存在になれるように努

めて参りたいと思います。 

以上私の人生の岐路についてでした。ご清聴ありがと

うございました。 

 

 

保永真生会員 

私の人生の岐路についてお話をし

ます。 

ロータリークラブに入会したこと

は一つの岐路と言えます。当時は

公私ともに大変な状況ではありま

したが、我が人生において己の魂を磨く自己研鑽の必要

性は強く感じており、これも何かのご縁ではないかと思

い入会することになったのが今から約 8 年前でした。 

例会や委員会活動において入会当時から先輩方に大変

良くして頂いて、おかげさまで今まで続けて来られたと

感謝しています。 

入会した自分とそうでない自分を比べることは出来ま

せんが、ロータリーで利他の心や奉仕の理念を学ぶこと

で、事業活動や家庭においても良い循環が生まれている

と感じます。マーケッティングプランの構築には、ビジ

ネスパーソンの事を大切に想い、皆が良くなるビジネス

モデルを考えるようにしています。何か問題が発生した

場合は、自分の非を認め原因を究明し新たな仕組みに改

善し、今後お客様にご迷惑のかからないよう努力をして

いますし、社員たちにもこの理念はうまく伝わっている

様に思います。 

今後も励んで参りますので皆様どうぞ宜しくお願いし

ます。 

 

 

 

 

人生の岐路『あの時違う人生を歩んでいたら…』 
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神谷 馨会長 

新たな時代へ 理想の未来への挑

戦 

～環境変化に対応し、より魅力的

なロータリークラブへ～ 

 

ロータリークラブは 1905 年 2 月 23 日アメリカのシ

カゴで誕生して以来長い歴史を歩み、本年で 120 年と

いう大きな節目を迎えました。世界中で 37,000 のクラ

ブ、120 万人ものメンバーを擁する国際的な団体に成長

したのも、「意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨

励しこれを育む」という目的が世界の人々の共感を得た

結果でしょう。 

私たち豊橋ゴールデンロータリークラブは、1988 年 10

月 28 日 大野元三初代会長による待ち遠しい例会を掲

げ創立以来、個々のメンバーを尊重し合う素晴らしい伝

統と共に 37 年の歴史と伝統を育んでまいりました。 

本年は激動する世界情勢と困難な経済状況の中、創立の

原点に立ち返り、理想の未来に向けて私達ロータリアン

が地域社会と私達自身の未来のために何が出来るかを

考え、行動する年といたします。特に大切な課題として

下記の重点項目を挙げます。 

１．私たち自身が地域活性化の主役となること。 

ロータリークラブのメンバー企業が成長発展し、

地域への働きかけと自発的な行動によって、地域

を盛り上げて継続的な価値を生み出すことが大切

だと考えます。 

２．次世代を担う子供たちへの取り組み。 

将来の夢を描ける積極的な考え方は地域社会の発

展にも大切な要素となります。前向きに行動する

大切さを伝えられる子供たちに向けた事業に取り

組みます。また、日本の貧困人口が増加しています。

年間一人当たり所得が 127 万円未満の日本の貧困

は 6 人に 1 人、約 2,000 万人に達します。多くの

子供たちが食事を含む支援を必要としています。

地域の現状を知ることと共に、支援への取り組み

を考えます。 

３．危機管理への取り組み。 

自然災害の脅威が増している現在、減災への知識

と対策を実行することが大切です。災害への備え

が必要だと認識していても、企業アンケートによ

ると現状は２０％しか対策が出来ていません。地

域や身近にいる人同士が助け合って取り組む「共

助」、そして国や地方公共団体などが取り組む「公

助」が重要だと言われています。災害被害を少なく

するために、ロータリークラブとして必要な対策

を考え、効果的・効率的に取り組みます。 

ロータリークラブは大きな影響を生む団体です。それは

会員の皆さまの知恵や経験が活動の中心であるからで

す。ロータリー活動を通して共に楽しく意義のある一年

にしたいと考えています。 

私たちのクラブが、より魅力的な存在となるようこの一

年誠心誠意努めてまいります。 

 

今川明彦副会長 

本年度、副会長及びクラブ奉仕委

員長を仰せつかり、その重責を痛

感し身の引き締まる思いでおりま

す。副会長としての職務は、神谷会

長から本年度のクラブ方針『新た

な時代へ 理想の未来への挑戦』環境変化に対応し、よ

り魅力的なロータリークラブへ、を実践できるよう会長

を補佐し、会員と地域社会が理想の未来に向けて行動で

きるよう努めたいと思います。活動計画は、会長を補佐

し、理事会役員として任務を遂行します。会長不在の際

は、クラブ会合と理事会において議長を務めます。 

次にクラブ奉仕委員長として話します。神谷会長が示さ

れたクラブ方針をもとに、より魅力的な例会を 11 の委

員会の皆さんと力を合わせ楽しく有意義な例会となる

よう努めるとともに、会員と地域社会が理想の未来に向

けて行動できるよう努めます。活動計画として、クラブ

奉仕委員会と理事会とのパイプ役をして、各委員会の協

議、審議の必要な案件を理事会に説明をして承認を得ま

す。必要に応じて各委員長に理事会への同席と提案の説

明をして頂きます。次にクラブ奉仕担当例会とクラブ奉

仕フォーラムの二つの例会を担当します。フォーラムで

はラーニング委員長と連携し、より良いフォーラム例会

と成る様努めます。次に原則として、月第 3 回例会前に

クラブ奉仕委員会を開催します。これは原則、毎月第 2

例会後の理事会での意見などを早く各委員長に伝え、各

委員会開催時に役立てて頂きたい為。第 3 回例会前に止

むを得ず委員会が開けない場合は、メールにてのクラブ

奉仕委員会を開催し各委員長に伝えます。次に SAA と

連携し、より魅力的な例会の環境づくりに努めます。以

上が活動計画となります。 

ロータリーの親睦と奉仕の理念をもとに神谷会長を補

佐し、会員の皆さんとのコミュニケーションを大切にし、

奉仕活動を通じ地元地域社会に貢献できるクラブに成

れる様一年間頑張りたいと思います。会員皆さんの協力

を宜しくお願いします。 

 

髙橋哲也幹事 

先ずは幹事方針を説明する前に

本年度収支予算に関する事を説明

するので、クラブ計画書 14 ページ

をご覧ください。例年、管理運営費

の中のクラブ活動費内にあるＳＡ

Ａ予算ですが、今年度は 5 千円だけ残して大半を奉仕活

役員・理事挨拶 
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動費内のクラブ奉仕予算（33 万円）として計上しまし

た。これは近年の物価上昇に伴い管理運営費が高騰して

きたことに加え、多くの新会員の入会（会費収入）あり

きで例年行っていた予算組みを改めるためです。今年度

の新会員入会目標 8 名ですが、会費収入については前期

に 2 名分と後期に 2 名分という予算を組んでいます。

クラブ奉仕収入の内訳は誕生日祝いと入会記念祝いで

あり、これらは元々ニコボックス収入を充てているため

に本来の予算配分の考え方（ニコボックス収入が奉仕活

動費に充当される）には反しないと考えています。 

続いて幹事方針の説明です。クラブ計画書 5 ページを

ご覧ください。基本方針はご覧の通りとなります。活動

方針については、「定款を遵守し、細則に記載されてい

る幹事の任務に沿って下記の活動を致します。」という

なかで特に以下項目について重点的にお伝えします。 

先ずは「１．会員に関する記録を整理保管します」に

関係することです。昨年度は理事会メンバーが担当した

フェイスブック・インスタグラムなどＳＮＳ投稿を今年

度は広報委員会が担当します。昨年度はインスタグラム

1,000 フォロアーを目指して活動していましたが、叶い

ませんでした。今年度も引き続き力を入れて投稿をして

いきますので、まだフォローしていない人がいたら先ず

はフォローを、そして宣伝をお願いします。昨年度に新

しくなったホームページもありますが、これは実際に入

会しようと考えている人にとっては有用ですが、入会を

検討しているが迷っている人にとってこの SNS が背中

を大きく押してくれる有効なツールとなります。会員増

強は今年度も大きな課題であるので是非よろしくお願

いします。 

最後に「７，その他、通常幹事によって行われる任務

を遂行します」に関する事です。幹事の仕事は非常に重

要であり、大きな責任が伴う役職だと考えています。今

までクラブが培ってきた歴史と伝統を守り、今の時代に

合ったことを取り入れながら 1 回 1 回の例会を大切に

運営していきます。何かご指摘があったらお気軽に私ま

で声を掛けて頂けますと幸いです。 

 

辻 信之会計 

皆様、こんにちは。会計の辻です。

会計方針及び収支予算書について

ご説明をさせて頂きます。よろし

くお願い致します。初めに収支予

算書を作成するにあたり高橋幹事

から経費の節減、効率的な運用が出来るようにと指示を

頂き、理事会承認をされたものですが、6 月末に退会者

がお見えになりましたので数字の変更がありますがご

了承ください。では、クラブ計画書の 13 ページをご覧

ください。 

会計方針といたしましては、本年度会計予算総額

22,188,000 円（内 会費収入 19,200,000 円）。 

事務局関係費、クラブ運営費、クラブ活動費、奉仕活動

費は、すべて一般会計から支出するものとしますが、親

睦会家族会その他特別な会合は臨時会費を徴収するこ

ともあります。 

分担金、寄付金、購読料は一般会計から支出し、内訳は

下記の通りです。（ドル換算については、2025.6 の国際

ロータリー為替レート 1$=144 円で計算しています） 

＜国際ロータリー関係＞○人頭分担金 1 名につき 82 ド

ル（2 回分納）○規定審議会分担金 1 名につき 1 ドル

（年１回）＜地区関係＞○地区資金 1 名につき 12,000

円（2 回分納）○地区大会協力金 1 名につき 4,300 円

（年 1 回）○地区事業費 1 名につき 5,100 円（2 回分

納）＜全国関係＞○米山記念奨学会寄付 1 名につき

5,000 円普通寄付年間目標額○ロータリーの友購読料 1

名につき 3,300 円（2 回分納） 

米山奨学金、国際奉仕プロジェクト会計の入出金管理を

担当します。 

ニコボックスによる収入は、ニコボックス会計に計上し、

一般会計に繰入れます。 

会計処理の全ては、年度末にクラブ細則第 10 条第 5 節

により監査を受け全員に報告します。会員数の増加が予

定数に及ばない場合は、経費の節減、及び効率的な運用

をお願いすることもあります。 

次に収支予算書についてご説明をさせて頂きます。14

ページと 15 ページをご覧ください。変更点といたしま

しては、誕生日祝い、入会記念日祝いは、内なる奉仕で

すので本年度につきましては、クラブ奉仕として奉仕活

動費とさせて頂きます。 

最後になりますが、国際奉仕プロジェクト会計として

1,000,000 円を繰り入れさせて頂きました。説明は以上

です。ご清聴ありがとうございました。 

 

杉浦宏始ＳＡＡ 

SAA の杉浦です。一年間宜しくお

願いします。 

まず、神谷年度スタートの例会食

のうなぎはいかがでしたか？今年

度うなぎのぼりになるといいです

ね。私は、もう少しカリっとした方が好きです。 

SAA の横文字ですが、クラブ計画書 P1、P16 に記載さ

れています。P16 に基本方針と活動計画が載っています。 

時間の都合上読みませんが、あとご一読願います。 

そもそも SAA って何？ 横文字の SAA（Sergeant-at-

Arms） 

日本語では会場監督で、中世のヨーロッパの宮廷で、外

国の賓客を招いたレセプションが開かれる場合、その会

場をとりしきる役割を模したもので、例会場の秩序を保

つためのあらゆる権限を持つ重要な役職です。 

時間厳守で行きたいのですが、自分がワースト 3 なの

で、私に役が廻って来たのでは、、、 
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今日は気合を入れて 1 時間以上前から例会場に来てま

す。 

7 月は、いつもの例会場がスカイビアホールの為、今日

は 29F のこの会場で少し狭く申し訳ありません。 

二酸化炭素濃度も少し高いかもしれませんがご容赦下

さい。 

1906 年ポールハリスもシカゴ・クラブの最初の SAA に

就任してました。 

最後に、今年度 43 回の例会に参加し敢行しよう。 

例会出席が喜びとなった時、あなたの心に奉仕の理念が

湧いてくるのです。 

一年間宜しくお願いします。 

 

髙井龍雄会長エレクト 

本年度会長エレクトの髙井です。 

僭越ではございますが 3 年以上早

いかと思っております。しかしなが

らご指名を受けましたので頑張っ

て参りたいと思います。 

基本方針としましてクラブ方針『新たな時代へ理想の未

来への挑戦』を理解し、理事会メンバーとして任務を遂

行して参ります。会長エレクトとして次年度向けて研鑽

に励みます。 

活動計画としましてクラブ方針を念頭におき、クラブの

ため、会員のために活動して参ります。 

また会長エレクトとしてクラブ運営を勉強させていた

だき、次年度に向けて準備を進めていきます。 

早速ですが会長エレクト研修セミナーの日程が決まっ

ております。 

プレジデントエレクトトレーニングセミナー通称

PETS と呼ばれていたのが会長エレクトラーニングセ

ミナーの名称に変更されております。2 月 22 日日曜日

です。 

また RLI と呼ばれるロータリーリーダーインスティチ

ュードの 

パート１ 8 月 24 日日曜日 

パート 2  9 月 28 日日曜日 

パート 3  10 月 26 日日曜日 

と 3 連発で丸 1 日。 

このような大役をいただきまた、ロータリーをラーニン

グ出来る機会をいただき感謝を申し上げます。 

本年度神谷年度を盛り上げてしっかり頑張って行きた

いと思います。 

宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
★幹事報告  

・名古屋栄 RC よりビジターフィー改定のご連絡、

2025-26 年度地区研修・協議会報告書が届いており

ます。 

★他クラブの例会変更 

■7月15日(火) 豊橋北RC 納涼例会 

■7月22日(火) 宝 飯RC 納涼例会 

★ニコボックス 

神谷 馨・髙橋哲也：新年度の第一例会です。一年間

どうぞよろしくお願い。今川副

会長、辻会計、杉浦 SAA、髙井

会長エレクト役員挨拶よろしく

お願い。 

出席会員一同(44 名)：新年度おめでとうございます。

神谷会長、髙橋幹事一年間よ

ろしくお願い。 

山口幹夫：がんばれ神谷会長！ 

福沢省吾：豊橋ゴールデン RC に入会してよかった

と思われるような会員ファーストのクラブ

運営を期待しています。頑張って下さい。 

梅田英樹：神谷丸の出航おめでとうございます。素

晴らしいスタッフにも恵まれ、無事の航海

が達成されるよう心よりお祈り致します。 

宮川嘉隆：乾杯をさせて頂き。 

鈴木雅人：四つのテストの唱和をさせて頂き。 

本多英司・辻 信之・ 

小笠原英彦・鈴木雅人・ 

宮川嘉隆：入会記念日をお祝い頂き。 

青山泰三・保永真生：会員スピーチをさせて頂き。 

神谷 馨：笑顔の例会を目標に本年度一年間精一杯頑

張って参ります。よろしくお願い。 

髙橋哲也：幹事としてスピーチさせて頂き。 

辻 信之：会計の説明をさせて頂き。よろしくお願い。 

杉浦宏始：SAA を一年間させて頂き。よろしくお願い。 

今川明彦・髙井龍雄：役員の挨拶をさせて頂き。 

山本雅久・髙井龍雄：創立 35 周年ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾘﾆｭｰｱﾙと記

録誌プロジェクト決算を終えた

事をご報告させて頂き。ありが

とうございました。 

石原聖季：初例会バタバタで設営させて頂き。ご協力頂

いた委員会メンバーの皆さんありがとうご

ざいました。これからもヨロシクお願い。 

鬼頭秀幸：昨日、和合コース 12 番でイーグルを取りま

した。うれしくて皆様にご報告させて頂き。 

山下 孝・保永真生・ 

山本雅久・中村彰宏・ 

     宮川直樹： 1 回目の発表をさせて頂き。多

くの方にご協力を頂き沢山のメ

ッセージを発表できることを楽

しみにしています。一年間どう

ぞよろしくお願い。 

山下 孝ニコボックス委員長 


